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Il医師会月間行事
※2月お臼例 月例会於医師会館

午後7.初

O協議事項 (1)大腿四頭筋短縮在検診につ

いて (21ひかり広報の原稿について (3) 

危地区消防署との懇談会 14)昭和49年度

救急医療状況 (5)昭和回年度休日診嬢

(61昭府150年度予防接癌

0報告事噴 (1)光市との協議会について

( 1月羽目、於光市役所) (2)庵業医担
当興事協議会 (2月16日、小野田市役所)

(3)~南地|弐民師会産業医部会協議会 (2

月24日、徳山医師会館) (4)講会の開催
{イi2月27日、郡市医師会長会議 1ロ12月

27円、反目指凪保組合会議 付 3月11日、

産業医学講習会、於徳山福祉会館

※ 2月27日 光地灰消防署との救急患者搬送

救 急 医療
光市医師会と光地区消防署との懇談会

1. 日時 2月27日

2. 場所 光市肖防本部会議室

3. 出席者(医明会):林会長、松村副会長

亀田、渡辺、福本、官恵、大野(市民病院)

:怯前、山井、篠山、 (市側):助役、消

防長、次長外3名

内 容

※質問(1)受報後の出動、搬送にいたる経過

κついて
。答え 搬送の原則は先づ患者及び家族の

希望する病医院へ、次に品寄りの病医院

へと搬送する方針である。救急者lとは無

線で連絡をとりながら実施している。

※質問(21 広域圏へ移行する際医師会へ相談

なく受入体制の確立が出来ていない状態で

発足した。運営面をよく考慮したうえで実

施してもらいたかった。市の反省を促した

b、。
0答え 市当局においても県及び3町より

広域化について強く申し込まれた ζと、

について協議、於消防署、午後7.却

※ 3月11日例尾事会於医師会館

午後7.却

O協議事項 (l)昭和初年変予算案 (2)産業

医の件

。報告事項 (1)郡市医師全長会議、医師国

保組合会議報告 (21光地民消防署との救

急医療についての協議会 (3)光市学校保

健会養護部会と九学校医との研修会につ

いて (3月13R) (4)昭和49年賀光市定

期健康診断、体}J、連制能力、統計資料

の検討会について(3用20臼)
※3月13日同 光市学校保健部会荏護部会と

医師会各学校医との研修会 於光市役所

午後 l時羽分

社会諸般の実情iζかんがみ哨始したもの

で、医日市会へ相談しなかすこ乙とを探く

反省している。

※質問(3) 消防署では師自ベット及び医師の

予定等確認しているが羽在何か所胡合せて

いるか。設備の充実しているよ和病院等の

受人れについて折捗してもらいたい。

0答え 確認している病院数6ケ所(外科

系、富恵、市山、渡辺為外科、内科系、

市民病院、YC;中央病院、大和病院)であ
る。大和病院は増築中であり町及び病院

へ積極的に働きかけたい。また周東病院

についても事傍j之、柳井保健所及び数急

医療協議会を通じ申込んでみたい。

※質問(41 病医院は救急患者を受入れたなら

ば万全を期して対処しようとしているので

次の事は必ず連絡してもらいたい。

(1)住所、氏名、性別、症状(主訴)

(2)交通事故等の場合は状態、負傷の程変

(部位)の中間報告をしてもらいたい。

(31連距離の場合は所明時間か発生場所を
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知らせてもらいたい。

0答え 場在もつとめて実施しているつも

りあるが、なお一回徹臨したb、
※質問(5) 救急車の出動と状態によっては制

限してよいのではないか、要請する市民の

方lζも間酒があり市河局lζ於て市民教育の

必要があると思われる。

0答え 今後はi選月IJし出動する乙とも検討

しなければならない時期にきていると思

う。 しかしながらトラフソレを起しては困

るし芹思している。市民への救急K対す

る怠識の向上は市広報等を利用して啓蒙

していきたし、。

※質問(6) 救急隊員の教育はどの程賞実施し

ているのか。 また人口呼吸等実施した事例

はあるか。

。容え 全職員が県消防学校!とおいて日赤

山口支部の講師による講習を受け適任証

を取得している。人口呼吸は実際にやっ

た事例は多々ある。

・長質問(7) 救包患者を先ず主治医へ搬送(第

l次)し、2次椴送は主省医、署及び患者

の3者で協品し対処すれ'ま搬送が一つの病

院にかたよらないのではないか。

0答え 今後その方針で運用していきたい

※君・より氏師会へ哲世事項

0要望(1) 日開均l富民の時閣を延長出来な

いものか、また医師会が定例的に開催さ

れているがその時間帯の氏師不在につい

て何らかの方策を講じてもらいたい。

@解答 臼雌当lli医の時聞については現
在民師会lζも話しが出ておる。なお医

師会は毎月第2火曜臼が理事会、第4
火曜日が月例会と決っている。医師会

へ連絡してもらえば医師への連絡はと

れる。

0要望(2)伎.閣の救急患者の受入れについ

てど協)]をお願いしたい。

@解答 医師闘で協力しあい受入れにつ

いて万全を期すよう努力していきたい。

1975 

0要望131 救急隊は宥院到舌後消防体制の

ζ ともありtlP約写る限りいい時期iと帰署

させてほしい、然し窃hを惜しむもので
はないが。

@解答 右週明rJ)不足写もあり協力を依

頼することもあるがつとめて早く帰署

してもらうよう協}Jしたb、。
-'lIltlt. ‘・・・・0・tUlI.~'・1I1l" ~ 'IIII.."‘・・・・ 0 ・ 1111・ ・・・. '則。

光市学校保健会養護部会

研修会
川刷胸・~" ll lIil '"・，，'IIUII，~'IIIIII.~ tUII"""・・・0・"

L 日時 3月1311附 11・後1.30 

L 局所 光市役所会議室

1. 出席者 (医師会)林、前回、田尻、福

小;、 71恵、 高橋、中村(国)、中
村(琢)、出巾、大野

(部会情1])教育課長、 PTA会

長名学校i芸品t旦当郷市
l 研修提出問題

(1)かぜの予防応対するうが(，、薬の準備の

是非について (2)肥南児(傾向)の判定と

必要な資料 (3)作枕 ・胸磁の診断 ・判定方

法!とついて 4)中学生の睡眠時聞について

5)臼常使間する柴の癒:与について (6)救急

処置に必哲・な外丹1:艇について (7)学校伝染

病(耳下腺炎、Jj(1i-J.、↓隊疹等)の出席停止

某準について(診断i欠によって朗問がまち

まち)(8)検尿の険代機閣統ーについて (9) 

内科の診断法唱の統ーについて 叫純潔指

導の具体的内容について (11)予防接鹿を学

校医一人lとしてほしい 叫子供の体位、疾

病について学校医と姻談する場が:ましい

U31仮性近視における治療のロJ能性と時胡に
ついて 叫視力同組センターの効果につい

て間近視、乱視、必視の診断について

目白色覚の診断について 間病名で治療の可

否についての区別がほしい聞耳拘栓のう

ち家庭でとれない性質のものについて 叫

扇挑腺肥大生徒の手術を必要とする生徒と

そうでない生徒の区別 倒血圧計の購入、

オージオメーターの購入。
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緑友会ゴルフ
常盤杯取切り戦 2.1 6 於光C ，C 

氏 名 o u t I n GROSS HDCP .'J e t R a n k 

t事 村 5 2 4 6 98 1 2 8 6 9 

トJ内山 5 7 5 0 1 07 2 3 8 4 7 

fIl 悶 5 1 5 2 103 2 0 8 3 6 
弘 中 5 1 4 4 9 5 2 4 7 1 2 

弁 8芸 5 9 5 2 1 1 1 3 6 7 5 4 

筏 山 6 4 6 1 125 3 6 8 9 1 3 
竹 申 5 7 5 7 114 2 5 8 9 8 ， B 

楽1 本 4 9 4 5 9 4 1 4 8 0 5 

大 野 5 2 4 8 100 1 3 8 7 1 0 

{.司 a 5 7 5 4 1 1 1 2 5 8 6 8 

山 井 4 9 4 7 9 6 2 8 6 8 優 E章
守 m 4 4 4 6 9 0 1 6 7 4 2B G 

ぬ 縫 6 1 5 5 1 1 6 2 8 8 8 1 1 

光市の大気汚染
s . 02 S . 49. 11 -S . 50. 1 

全測定 h主 t筒 段低
~ít 日敬

円、IL均 緊急時 局平均

時間妻女 伊 胆 妓 ゆ 問~ m 

宅f
11月 716 o 097 0.0 0 2 I 3 0 0.04 1 。 0.0 1 5 
12 !] 7 35 0.065 O. 0 0 1 3 0 o 0 3 0 。 0.0 1 5 

的 tf] 619 0.1 0 8 O. 0 0 2 3 0 0.0 1 4 。 0.0 1 2 
市 1I FJ 6 96 O. 0 9 6 0.0 0 5 3 0 0.0 3 1 。 0.0 2 0 
役 12t] 722 0.0 88 0.0 0 1 2 9 0.0 6 9 。 0.0 1 6 
~ l月 623 O. 0 6 6 0.0 0 1 3 0 0.0 2 9 I 。 0.0 1 4 
1長
1I月 696 O. 0 9 4 O. 0 0 7 3 0 0.0 3 7 。 0.0 2 0 
12 J] 7 2 2 0.096 O. 0 0 7 3 1 0.0 3 6 。 0.0 1 9 n 1 J] 658 0.1 0 1 0.0 0 6 3 0 0.0 1 8 。 0.0 1 8 

車工 11村 718 o 07 6 0.0 0 4 3 0 0.0 2 9 。 0.0 1 5 
ケ 12 tj 7 4 3 o 094 0.0 0 1 3 1 0.039 。 0.0 1 4 
丘 I内 743 o 086 O. 0 8 6 3 1 0.0 3 8 。 0.0 1 4 
11 JJ 447 0.0 4 5 O. 0 0 2 1 7 0.0 2 5 。 0.012 
12凡 741 0.0 3 6 0.0 0 4 3 1 0.0 1 5 。 0.0 1 0 

烏 IFJ 694 0.0 5 6 0.0 0 1 3 1 0.0 1 1 。 0.0 1 0 
)L 12月 6 2 6 。o6 4 0.0 0 1 2 6 0.0 1 7 。 0.0 1 0 
山 1 11 694 O. 0 5 6 I 0.0 0 1 I 2 6 0.0 1 6 I 。 0.0 1 0 
あとがき
4"‘ι蜘・・・・......・，.......・・.蜘・~，. ，

大衆道i動にまで発脱した~草寺診徐問題は、c..'H1医

師会内邸の脱保険路線の問題とからんでいよいよ混

迷の度と深めている。指鋳される的調医療)[fJI.の原

因は様々取沙汰されておるが、 1976年以米、入れ

衡の技術料まで差額徴集を認め、ifSい慣行粋合を保

険診療体系の申iζ もち ζみ低診療報酬を補ってきた

厚生行のや句方にも係閣があるとも云われておる。

一日も皐〈抜本改善Eされるよう願うと共κ日本氏自砺

会内部ICかような不快な問題のお ζ らない ζ とを折

る。
水門の一本t;1J5fぐみたり(是山)
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